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平成17年度図書館活動報告
●●●●●●●館 活書図 告報動
1 　図書委員会
第 1回：平成17年 4 月20日㈬
　・審議事項（平成16年度図書費決算について、平成17年
度図書費予算について）
　・報告事項（平成17年度図書委員会及び基本図書選定の
スケジュールについて、平成17年度基本図書選定につ
いて、平成16年度購入基本図書について、データベー
ス「 ICPSR」の導入について、高額図書の購入につい
て、学生用図書の選定について、情報処理センター跡
地について、電子ジャーナルの利用調査結果報告書に
ついて、購入雑誌利用アンケート調査について、ほか）
第 2回：平成17年 5 月18日㈬
　・審議事項（基本図書費による購入図書選定に係る文書
の改正について、雑誌の新規購入希望について）
　・報告事項（平成16年度図書館自己点検・評価の報告、
ほか）
第 3回：平成17年 6 月15日㈬
　・審議事項（平成17年度基本図書〈前期分〉の選定につ
いて、購入雑誌アンケート調査結果および購入中止候
補について）
　・報告事項（学内オンライン総合目録データベースにつ
いて、高槻図書室閉室に伴う特別処置について、図書
費予算執行状況、高額図書の購入について）
第 4回：平成17年 7 月20日㈬
　・審議事項（図書館の一般開放に係わるモニター制度の
実施について、2006年度雑誌継続希望調査および新規
購入希望について）
　・報告事項（図書費予算執行状況、高額資料の購入いつ
いて、日経テレコン21の契約変更について、基本図書
費にかかる後期選定図書の候補について）
第 5回：平成17年 9 月14日㈬
　・審議事項（平成18年度図書館図書費予算の申請につい
て）
　・報告事項（2006年度雑誌契約更新について、平成18年
度図書館運営関係予算の申請について、教員閲覧室へ
のEDC資料の配架について、基本図書費にかかる後
期選定図書の候補について、ほか）
第 6回：平成16年10月19日㈬
　・審議事項（平成17年度基本図書〈後期分〉の選定につ
いて）
　・報告事項（PULC電子ジャーナル新規契約について、
大宅壮一文庫雑誌記事索引検索Weｂ版の導入につい
て、図書費予算執行状況、高額図書の購入について、
ほか）
　・その他（図書館一般開放モニターの応募者数〈113名〉
について、ほか）
第 7回：平成17年12月21日㈬
　・審議事項（2006年度図書館開館日程について、「図書
館利用に関する取扱要領」の一部改正について）
　・報告事項（図書費執行状況について、高額図書の購入
について、平成18年度新規契約データベースについて、
ほか）
第 8回：平成18年 2 月15日㈬
　・審議事項（平成18年度基本図書〈◯研対象〉の選定につ
いて）
　・報告事項（「図書館利用に関する取扱要領」の改正に
ついて、図書費予算執行状況について、高額資料の購
入について、2005年度電子ジャーナルフルテキスト利
用件数について、ほか）
第 9回：平成18年 3 月15日㈬
　・審議事項（「関西大学図書館図書管理規程」の改正に
ついて、「図書館利用に関する取扱要領」の改正につ
いて、）
　・報告事項（平成18年度「図書館ガイダンス」の実施に
ついて、図書費予算執行状況について）
　・その他（事務職員の人事異動について）
2　図書館自己点検・評価委員会
　今期（平成16年度－平成17年度）委員会のうち第 2年度
の平成17年度における活動については、本誌に掲載してい
る「図書館自己点検・評価について―報告書―」のⅡの「関
係資料」に記録したとおり、計 8回の本委員会を開催して
いる。
　とりわけ平成17年度については、次の 2点が当委員会の
活動の柱であった。
①　大学が平成18年度に大学基準協会相互評価・認証評価
の申請をするために、関西大学自己点検・評価委員会は
大学総体の「自己点検・評価報告書」を作成することに
なり、当委員会は「図書館および図書・電子媒体等」の
章（23ページ分）を担当した。
②　図書館自身の自己点検・評価については、「図書館資
料の有効利用」を視点において活動し、本学図書館が理
念・目標にかかわってどのように展開してきたか、現状、
課題および改善方策について検証した。その結果を、「平
成17年度図書館自己点検・評価について―報告書―」
にとりまとめて、本誌41～70ページに収載している。
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3 　図書館課長会議
　図書館長、図書館次長、運営課長、閲覧参考課長及び学
術資料課長で構成する会議で、図書館運営の各種施策につ
いて審議・協議している。平成17年度は21回開催した。
　また、図書館次長のもとで各課の課長と課長補佐が参画
して行う図書館事務連絡会を催している。
　なお、図書館課長会議の傘下には図書館職員をメンバー
とする各種委員会を置いてきた。平成17年度も継続して設
置した委員会は次のとおりである。①および④については、
本誌84および85ページにそれぞれの活動報告を掲載してい
る。
　①図書館展示計画委員会、②図書館フォーラム編集委員
会、③ウェブサイト運営委員会、④図書館電子展示委員
会
4　関西四大学図書館館長会議
　　開催日：平成17年 9 月20日㈫
　　場　所：関西大学図書館第 1会議室
　　出席者： 関西大学、関西学院大学、同志社大学、立命
館大学の各図書館長と事務管理職者及び各大
学の幹事
　・報告事項（2005年度の、関西四大学図書館連絡会事項
について、相互利用担当者会事項について、図書館職
員研究会〈開催しないこと〉について、図書館職員研
修会開催について）
　・近況報告・情報交換、ほか
　なお上記報告事項の図書館職員研修会については、12月
2 日、関西大学図書館第 1会議室において「大学図書館の
広報について」のテーマにより開催されている。
5　セミナー・講習会等の開催
○サイエンスダイレクト／スコーパス利用説明会
　　電子ジャーナル中で最も多くのタイトルを提供してい
る「サイエンスダイレクト」と、世界最大規模の書誌・
引用文献データベース「スコーパス」の活用を支援する
もの。 1人 1台のパソコンを使った実習によって、精度
の高い検索方法や最新情報を確実に入手するアラートの
機能などを会得するのを目的とした。
　　日　時：平成16年10月29日㈮、14：40～16：10
　　場　所：千里山キャンパス「サテライト・ステーション」
　　参加者：学部学生、大学院学生、教職員
○「実習型ガイダンス」（下位年次向け基本モデル・上位
年次向け基本モデル）
　　ゼミ等のクラス単位で一人 1台のパソコンを使用して、
①授業内容に則したデータベースの活用と、②授業内容
に関連した課題演習を目的とするもの。
　　実施時期：前期　平成17年 5 月 9 日㈪～ 6月 3日㈮
　　　　　　　後期　平成17年11月 7 日㈪～12月 2 日㈮
　　実施場所：各学部所管のパソコン教室
6　展示会
　於：総合図書館展示室
○春季特別展（平成17年 4 月 1 日～ 5月15日）
　「日本・明治期の新聞」
○秋季特別展（平成17年11月14日～12月17日）
　「八代集の世界―古今・新古今を中心に―」
　・記念講演会（11月29日、於：総合図書館図書館ホール）
　　演　題：「本を写すことと切ること」
　　講　師：田中登（図書館長・文学部教授）
7　 平成17年度文部科学省私立大学等研究設備整備
費等補助
　図書館関係の申請については、図書委員会で選定した次
の物件が補助金を得た。
○研究設備（特別設備）
　・The Eighteenth Century.
　　18世紀英語出版物コレクション）
　　Microfi lm, Unit nos. 363‒422（2100 reels）.
○特定図書
　・Handbuch der Deutschen Aktiengesellschaften.（ドイ
ツ株式会社年鑑）リプリント版、全144冊。
8 　 平成17年度日本私立学校振興・共済事業団私立
大学等経常費補助
　図書館関係の申請については、次の 6件のテーマについ
てそれぞれ補助金を得た。
⑴　教育研究高度化推進補助（教育・学習方法等改善）
　①　課題探求・解決能力育成支援のための図書館利用教
育の展開および環境整備
　②　グローバルな視野の涵養と情報リテラシーの向上を
めざした教育・学習支援
　③　貴重な文化財産の収集と保存並びにデジタルアーカ
イブの構築による情報発信
⑵　特別補助（教育学術情報ネットワーク）
　④　ＯＰＡＣ・データベースの拡充
　⑤　関西大学学術情報データベース
⑶　特別補助（教育研究情報利用）
　⑥　学術論文情報
9　図書館の刊行物等
⑴　『図書館利用案内』2006年度版を編集発行
⑵　『文献のさがし方から入手まで』の2006年増補版発行
⑶　本誌第10号を発行し、同時に図書館ホームページに全
文を掲載した。
 以　上　
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　平成17年度は、春季ならびに秋季の特別展を総合
図書館 1階展示室において開催した。
春季特別展
　「日本・明治期の新聞」
 平成17年 4 月 1 日㈮～ 5月15日㈰
　現在も重要なメディアの一角を占めている新聞は、
日本において、幕末から明治にかけて次々と創刊さ
れ、新しいニュースメディアとして明治期に深く浸
透していった。
　今回の展示では、「瓦版」「黎明期の新聞」「明治
期の新聞」「錦絵新聞」「新聞漫画」に分類して当館
所蔵のオリジナルの新聞を中心に総計31点を出品し、
明治期前半の新聞のおおまかな流れを紹介した。瓦
版では、ペリーの黒船来航を伝える「蒸気火輪船之
図」を、黎明期の新聞ではジョセフ・ヒコの翻訳・
発行による『海外新聞』（影印版）をはじめ、イギ
リスの牧師 B.ベーリーが発刊した邦字新聞『萬国
新聞紙』、日本人により初めて発刊された『中外新
聞』などを展示した。明治期の新聞では、木戸孝允
の後援により発刊された『新聞雑誌』、前島密の着
想に基づいて発刊された『郵便報知新聞』、落合芳
幾の優美な挿絵が特色の『東京絵入新聞』を展示し
た。新聞の記事を題材に錦絵で描いた錦絵新聞では、
『朝野新聞』や長谷川貞信（二世）の筆による錦絵
新聞を、新聞漫画では、ワーグマンの風刺画で知ら
れる“The Japan Punch”などを展示した。
秋季特別展
　「八代集の世界―古今・新古今を中心に―」
 平成17年11月14日㈪～12月17日㈯
　記念講演会
　　演　題　　「本を写すことと切ること」
　　講　師　　田中　登 文学部教授（図書館長）
　　日　時　　11月29日㈫　13：00～14：30
　　会　場　　図書館ホール（総合図書館 3階）
　平成17（2005）年は、『古今和歌集』が出来てか
ら1100年、『新古今和歌集』が出来てから800年とい
う記念すべき年にあたり、和歌文学会を中心に全国
の博物館、美術館、大学図書館などで様々な記念行
事が催された。当館においてもこれを記念し、王朝
400年の和歌の歴史を『古今和歌集』から『新古今
和歌集』に至る八つの勅撰集の古写本や古筆切によ
ってほぼ概観できるような標記展示を開催した。
　公卿日野家の伝来品で西荘文庫の旧蔵品である
「八代集」、下絵を施した上に、金銀の箔や砂子を撒
いた華麗な装飾料紙に書写された「中山切」と呼ば
れる『古今和歌集』の断簡、足利尊氏による書写と
して伝えられ、北山切と呼ばれる『新古今和歌集』
の零本など、総計27点を出品した。
　記念講演会では、文学部の田中登先生が、筆写に
より伝承されてきた古典文学の現代における受容の
意義や古筆切の文字、料紙の芸術性などについて、
古筆切の実物を用いながら講演され、貴重なお話を
うかがうことができた。
『中外新聞』
『新古今和歌集』（北山切）
